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染拡大のため、8/26、9/9、10/21、11/11、12/16、2/7、3/17 の 7 回の開催となった。  
県内企業（ソフトママ有限会社）との共同開発事業は、本事業のメンバーに小児看護学、
母性看護学の教員も加えて 6/22、7/13、8/7、1/25 の 4 回の開発会議を行った。開発され
た試作品「子どもと看護職者にやさしい手術後療養用衣類」を第 15 回みえ福祉用具ア






































という二つの内容を含むものとし、 1 回につき 2 時間程度とする。  
  
Ⅱ．活動の結果と評価  
 ＜結果＞  
本事業は 3 年間の継続事業として平成 30 年度から開始した。平成 30 年度は、平成 31










わりながら合計 30 名程度の方の参加があった。 2 回目は令和元年 11 月 3 日（日）に C
病院において開催された認知症カフェで、ワークショップのブースを開設した。 1 回目
と同様に、ケア提供者だけでなく病院の入院患者の参加もあり、2 時間半の開催時間中




















3）卒後 1 年目を対象としたフィジカルアセスメント研修会 
 





































担当者：  岡根利津、杉原あゆみ  
 
【事業要旨】 


















 ＜数値目標＞参加人数：50 人以上  
＜実施計画＞昨年度実施したアンケート結果を基に、ニーズの高かった急性期の呼吸管
理に関する研修内容を検討し、早期離床をサブテーマとして研修を企画した。 
 日時：令和 2 年 11 月 28 日（土）13：00～16：30 大講義室  
 プログラム：１、早期離床とはどんなこと⁉ ２、早期離床のためのフィジカルア   




  研修会を企画し、参加募集を行い 14 名より申し込みがあったが、県内の COVID-19 の
感染拡大により、研修会の開催 9 日前に中止を決定した。  
 
Ⅲ．今後の課題  




担当者：六角 僚子、篠原 真咲、星野 郁子、平生 祐一郎  
 
【事業要旨】 



























 ＜結果＞  




















課題にもあった DCN が倫理審査を経験するということも数名は経験できた。  
 
Ⅲ．今後の課題  
 1.新型コロナウィルス感染症対策としてのセミナーのあり方を考えること。  
 2.研究活動を参加者全員に体験できるようにしていくこと。  
 
－ 7 －
６）Brush up! 急性期看護 
 













 ＜数値目標＞ 初年度のため、提携病院を主として参加募集を行い、30 名の参加を目標 
として広報活動を行う。  




 日時：令和 2 年 11 月 14 日（土） 13：00～16：00  多目的講義室  
 研修対象者：1 年目や部署異動者など、経験の浅い看護師の指導および教育に携わ  
る方、中堅看護師  
 テーマ：臨床推論～アセスメント力を磨こう～  「急変予測」  
 プログラム：事例を用いて臨床推論の思考過程について考える  
      １、臨床推論とは？  Case①：汗が出る  から一緒に考えてみよう  
      ２、Case②：ぼんやりしている  
      ３、Case③：胸が痛い  













（3 年未満：2 名、3～5 年目：3 名、6～10 年目：1 名、20 年以上： 1 名） 
   数値目標の達成には至らなかった。要因として、 COVID-19 の感染拡大に伴う影響、  
  および参加者の「臨床推論」という用語の認識が著明に低かったことから、テーマか  
ら具体的な研修内容がイメージしづらかったことが考えられる。  
２．広報活動について  
  本研修を受講したきっかけは、「研修案内を見た」「テーマに興味をもった」「自己研  




 ３．アンケート結果（ Microsoft Forms で実施、アンケート回答率 100％）一部抜粋  
 研修の満足度：5 段階評価にて、 5：6 名、4：2 名  平均 4.75 であった。  
 研修の難易度：難しかった： 0 名、少し難しかった： 4 名、ちょうどよかった： 4  
名、少し易しかった： 0 名、易しかった： 0 名 
 臨床推論の思考過程について理解できたか：理解できた：3 名、まあまあ理解でき  
た：5 名、少しできた：0 名、できなかった：0 名 
 研修に関する意見・感想等   
 ABCDE に基づく情報収集の仕方、アセスメントの言語化の重要性を学べた。 
 今後に活かせる充実した内容だった。  
 講師も交えてグループワークをしてみたかった。  
 個人での学習に限界を感じていたため、研修に参加できてよかった。  
 後輩に教える立場で聞ける人が少ないため、とても参考になった。  



























１．新任期保健師（ 1 年目及び 2 年目）を対象にした研修会（ 2 回） 
２．研修会参加者数（20 名程度） 
３．アンケートによる研修評価（ 2 回） 
  
Ⅱ．活動の結果と評価  







２．研修会の開催  ＊会場はいずれも本学講義棟 2 階 多目的講義室  
１）9 月 7 日（月） 13 時 30 分～16 時 30 分  参加者：23 名 
 オリエンテーション：参加保健師間の名刺交換会  
講義：「災害時における公衆衛生看護活動」    
講師：公衆衛生看護学   中北裕子  
講義：「国際看護の視点からの災害時保健活動」  








２）9 月 28 日（月）13 時 30 分～16 時 30 分   参加者：24 名 
災害時の備えについてプレゼンテーション  発表者：参加保健師  
演習：「クロスロードゲーム」  講師：公衆衛生看護学 /国際看護学 清水真由美  










入れた。内訳は、経験年数では 1 年目 15 名、2 年目 7 名、3 年目 3 名、所属別には県
7 名、市町 18 名であった。数値目標は、いずれも達成することができた。  
アンケート結果では、研修参加のきっかけ（複数回答）は自己研鑽 14 名（60.9%）、
災害時の活動に興味がある 8 名（34.8%）、職場上司等から勧められた 6 名（26.1%）の
順であった。災害発生への準備（複数回答）を 1 回目と 2 回目で比較すると、災害グ
ッズをまとめている 14 名（60.9%）⇒20 名（87.0%）、避難用食料の準備 9 名（39.1%）
⇒17 名（73.9%）、家族と災害対応を話し合う 6 名（26.1%）⇒17 名（73.9%）、保健師




を知っている 22 名（95.7%）に対し説明できる 12 名（52.2%）、災害救助法では 19 名
（82.6%）に対して 8 名（34.8%）など、乖離している項目も多かった。聞いたことの
ある言葉が、専門職としての知識となるよう学びを深めることが必要であると感じた。 
研修の感想は 1 回目と 2 回目共に、とてもよかった [17 名（73.9%）⇒19 名（82.6%）]
と、よかった[6 名（26.1%）⇒4 名（17.4%）]を合わせて 100％の回答であった。  
 
Ⅲ．今後の課題  




























 １．本事業内容についてのチラシを作成し、配布等の広報を行う。  
 ２．本学連携協力協定病院を中心に、看護部の組織のニーズについて調査する。  
 
Ⅱ．活動の結果と評価    
 ＜結果＞  





























































Ⅰ．活動計画（3 年計画の 3 年目） 
・ 地域・市町（行政）・団体からの連携希望：１件以上  
・ 事業企画・運営・評価方法検討のための学内会議： 3 回以上 
・ 連携団体との合同会議： 2 回以上 




































Ⅰ．活動計画（3 年計画の 3 年目） 
・ 企画・運営等の打ち合わせ：学内 3 回程度 
・ 医療・福祉・教育関係機関専門職との連携会議：３回程度）  
・ 家族会の開催に関する準備、当日のサポート：開催１回以上  
・ 参加者へのアンケート実施・集計：１回以上  
・ 参加者の満足度： 8 割以上 
・ 反省会の実施：１回以上  
・ 家族会の参加者： 5 人以上  
 
Ⅱ．活動の結果と評価  
 ＜結果＞  
１．概要  
１）日時、場所  
令和 2 年 10 月 19 日（月） 12 時 00 分～14 時 00 分（反省会 14 時 30 分～15 時 00 分） 
 三重県立看護大学（小会議室）  
２）参加者について  
－ 16 －
（１）運営スタッフ（計 7 名） 
本学教員 4 名、本学大学院生 1 名 
看護師 2 名（A 訪問看護ステーション、 B 県教育委員会）                
（２）一般参加者（計 4 名） 











            
３．参加者のアンケート結果  
アンケートは 2 名より回収できた。  
１）家族全体（開催日時・会場・方法・時間・進行等）について  
2 名が『とても満足』との回答であった。  
 ２）家族会の内容について  
2 名が『とても満足』との回答であった。  




 ４）参加にあたって調整が必要だったり大変だったこと  
自由記載として「子の体調」との記述があった。  




アンケートは 6 名より回収できた。  
１）家族全体（開催日時・会場・方法・時間・進行等）について  
5 名が『とても満足』、1 名が『満足』との回答であった。  
 ２）家族会の内容について  
5 名が『とても満足』、1 名が『満足』との回答であった。  


































































 ＜結果＞  
当事業は平成 30 年度及び令和元年度には順調に遂行することができた。6 月に開催され
た夢緑祭において、学生と協力して模擬店として認知症カフェを開店した。近隣の認知症
関連団体にチラシを配付して案内し、チラシの持参者には無料でコーヒー一杯を提供し、
学祭の一般参加者に対しては一杯 100 円とした。 2 年間で若年性認知症の当事者延べ 8 名
（平成 30 年度令和元年各 4 名）、介護者、本学認定看護師教育課程の修了生および研修生







忘れ得ぬ思い出であろう。学外においては、平成 30 年度には、A 市で開催された障がい福
祉啓発事業において A 市の医師会が主催する認知症カフェを共催した。若年性認知症の当
事者 4 名、介護者、家族、本学認定看護師教育課程の修了生などを含む 114 名の来場者を
得て盛況となった。来店者は笑顔で会話とコーヒーを楽しみ、初対面同士でも自然な交流
がなされていた。テーブルに置いたアンケートに回答いただいた 9 名中 7 名が認知症カフ
ェという取り組みをご存じで、「よいことだと思います  頑張って」、「介護と看護がコラボ
してってください」、「色々な地域に来てカフェを開催してほしいです。」などのご意見をい









しみにしています」などが挙げられた。さらに、令和 2 年 2 月 16 日に四日市市で行われた




ボランティアとして 2 年間で延べ 34 名（平成 30 年度延べ 7 名、令和元年度延べ 27 名）
が参加した。 




当事業は、3 年間の期間全体として、夢緑祭で 2 回、学外の活動として A 市の団体、B 病
院、C 病院及び「第 11 回全国若年認知症フォーラム in 三重 四日市」で各 1 回の合計 6 回
の認知症カフェを実施・共催することができた。平成 30 年度及び令和元年において事業を
















夢緑祭における認知症カフェ（左：平成 30 年度、右：令和元年度） 
平成 30 年度 A 市における認知症カフェ  令和元年度 B 病院における認知症カフェ  
 
令和元年度 C 病院における認知症カフェ  
 
－ 21 －





































 ・教育・福祉機関、市町（行政）などの団体から連携希望： 1 件以上 
・教育・福祉機関、市町（行政）など連携団体との合同会議： 1 回以上 
・幼児教育現場との打ち合わせ会議： 2 回以上  
・幼児教育現場での「自分のからだ」を伝える事業の実施： 2 回以上 








活動を行った結果、対象年齢の子どもと保護者が交流活動を行っている NPO 団体（以  




（１）団体代表者への説明： 3 回（10 月、 1 月、2 月） 
（２）担当者との意見交換：2 回（オンラインでの打ち合わせ）  
令和 3 年 1 月 28 日（木）16:00～16:50 （2 回目は 3 月開催予定） 
参加者：A 団体 2 名、三重県立看護大学 3 名 
  ２）意見交換の内容  
【A 団体】  
・絵本（紙芝居）を全シリーズ行いたい（全ての内容を企画することで偏らず知  
識を得られる。全部に取り組むことに意味があると考える）。 
・月 1～2 回の開催を考えている。  
 ・プログラムが決まったら、 2～3 ヶ月前に広報を行う予定である。 
・参加者（対象）は、原則同じで親子（家庭でも会話に繋がる）とする。  
・最後の回で、わかちあいの時間をつくりたいと思う。 
・時間は、平日の夕方なら、他の事業と重ならない（ 16 時～）。 
【三重県立看護大学】  
・今までの幼稚園の取り組み例を説明する［読み聞かせと内容に関する演習につ
いて（聴診器、臓器のエプロン、尿モデルなどで 30 分程度）、反省会について］。 
・役割は、主に読み聞かせは A 団体で、演習は大学が中心で行うイメージをして
いる。 




 ・参加人数：感染予防のため、参加は人数を限定して募集する。  
・開催期間：月 2 回で 3～4 か月の期間で検討する。  
・開催時間：平日 16 時から 16 時 30 分とし、日程は大学と調整する。 
 ・会場：原則 A 団体の施設（感染防止を配慮し、 20 人程度は問題がない） 
・主な役割：絵本・紙芝居を読むのは A 団体、演習は大学（学生含む）とする。 
・当日の動き：開始前の簡単な事前打ち合わせを行い、終了後に反省会を行う。 




































 令和 2 年度の看工連携事業への参加希望施設は 5 施設であった。  
 
２．医療機関における事業説明およびブレインストーミングの実施  










































  地域住民の①健康意識の向上、②健やかな暮らし、③絆づくり等に貢献できる。  
【昨年度からの課題】 





 開催回数：2 回以上、参加者数：延 50 人以上  
 
＜実施計画＞  
1. ロコモティブシンドローム (ロコモ)について  
ロコモに関する講話、ストレッチと介護予防体操 (実技) 
 2. スキンケアについて  
乾燥肌に関する講話、肌水分量の測定、ハンドクリームの使い方(実技) 
 3. 参加者の交流  
   参加しての感想や健康づくりなど  
 
＜昨年度からの変更点＞ 




 ＜結果＞  
  1．日  時：令和 2 年 11 月 2 日 13 時 30 分～ 15 時 00 分 
2．場  所：三重県立看護大学  
3．参加者：9 名 
4．アンケート結果（アンケート回収率は 100％(9 名/9 名) 
1）性別 
      【男性:4 名、女性 :5 名】 
－ 27 －
    2）年齢 
【20 代:3 名、40 代:1 名、50 代:1 名、70 代:2 名、80 代:1 名、不明:１名】 
 
   3）ロコモの内容は理解できましたか。  
【理解できた:5 名、やや理解できた:2 名、無回答 :2 名】 
 
4）ロコモを予防しようと思いますか。  
【思う:5 名、やや思う:2 名、あまり思わない:１名、無回答 :1 名】 
 
   5）健康的な肌づくりの内容は理解できましたか。  
     【理解できた :6 名、やや理解できた:2 名、あまりできなかった :1 名】 
 
   6）健康的な肌づくりに取り組もうと思いますか。  
【思う:6 名、やや思う:2 名、あまり思わない:1 名】 
 
    7）意見や感想  
    ・勉強になりました。  
    ・楽しく学べました。  
    ・大変良かったです。  
    ・いきいき体そうは、つづけて効果！！  
 
＜評価＞  
































た。COVID-19 の感染予防のための 3 密を避けることが可能であること、換気も容易に行え
ること、駐車場や会場費が無料等により変更した。   
 
Ⅱ．活動の結果と評価  
 ＜結果＞  
















































になり易い HUG を実施しなかったため、令和 3 年度の課題として継続することとした。  
 
Ⅰ．活動計画  
 ＜数値目標＞交流会を年 1 回開催する。 
＜実施計画＞避難所運営ゲーム（ HUG)の実施を中心とした交流会の開催を予定していた






 ＜結果＞  


























写真１ 避難所で使用する段ボールパーテーション作成  
 
３．地域における防災対策の把握 













































１）  日時： 2021 年３月９日（火）18 時～19 時 30 分 
２）  場所：三重県立看護大学・多目的講義室  

























































































１．募集時期：令和２年８月 1 日から３１日まで 
２．募集方法：夢が丘地域へのチラシ配布および本学ホームページにて  


















































































 津市内や鈴鹿市からの参加が多く、6 月から 3 月まで計 16 回開催し、延べ 151 名の地域
















今年度は、月 1～2 回のペースで開催し、全 16 回開催した。 2021 年 1 月現在 13 回目ま




















９）Re-mamma Café（リマンマ カフェ） 
 







































































Re-mamma Café 実施風景 1 
Re-mamma Café 実施風景 2




























業を引き継いだ単年度事業で、平成 29 度より交流センター提案事業となった。）  
【地域貢献のポイント】 












(出席者数第 1 回茶話会 80 名程度、第 2 回茶話会 30 名程度を目標とする ) 
2.卒後 2 年目を対象に茶話会（３月）を開催する。 (30 名程度を目標とする）  
＜実施計画＞  
 【茶話会の開催】 








4. 茶話会の開催に向けて  














1）第 1 回茶話会  
①開催日の変更について：令和 2 年 6 月夢緑祭と同日開催の予定であったが、新型コ
ロナウィルス感染症の拡大のため夢緑祭が中止となり、茶話会も一時延期とした。
緊急事態宣言が解除された 5 月末に、令和元年度卒業生対象の茶話会開催を７月 11
日に決定し、直ちに卒業生の就職先に案内通知を発送した。  
②開催場所と参加人数： 7 月 11 日（土）、感染予防対策（③参照）を実施し、茶話会









































１）令和３年３月６日（土）、卒１，２年目を対象に Web にて開催予定。  
  卒１、２年目の就職先 46 か所に、開催通知と対象者に配布してもらう茶話会案内
チラシを同封し送付した。今後、開催に向けて準備を行う。   
 
Ⅲ．今後の課題  





   また、感染症拡大防止のために県境を跨ぐ移動や行動制限が設けられている卒業生
がいるため、卒業生支援として茶話会の開催の他にも、メールや Web での相談等を計
画し、周知していく必要があると考える。  
























































資料とすることを目的とした。 8 月から 12 月にかけて、5 年前に実施された卒業生実態調
査を現在の情勢に合わせて修正を行い、1 月上旬に卒業生約 1300 名にアンケートを配布し













































担当者：  永見桂子、大平肇子、岩田朋美、市川陽子、辻まどか  






































 １．昨年度の研修参加者への調査結果を令和２年度卒後教育プログラムに反映できる。  
 ２．継続的な卒後教育プログラムの提供に向けて三重県内医療施設の産婦人科医、小児  
  科医、助産師等関連専門職者との連携を強化できる。  
 ３．新人助産師同士の交流を深めることができ、研修修了後には助産師活動の現状や課  
  題を共有できた、専門職者として研鑽し続けたいなどの回答が得られる。  





  令和２年 12 月 12 日（土）、令和３年１月 10 日（日）、２月７日（日）、３月７日  
（日）の４日間の研修プログラムを企画し、２日目まで実施した（表１）。 
 
























































































  10 月に県内医療施設 108 施設（病院 21 施設、診療所 45 施設、助産所 42 施設）、教
育機関４施設に開催案内を送付し、参加者を募集した。応募者は 28 名であり、２日目
までの皆出席者は 26 名（92.9％）、１日のみ２名（7.1％）であった。研修各日の出席




病院 22 名（うち周産期母子医療センター 14 名）、診療所６名であった。研修２日目ま
























  研修各日終了時のアンケートへの回答者（回収率）は、１日目 27 名（100％）、２日
－ 53 －
目 27 名（100％）であった。  








































担当者：  永見桂子、大平肇子、岩田朋美、市川陽子、辻まどか  

































また、アンケート実施にあたって Microsoft Teams を活用することとした。  
＜重点課題および数値目標＞  
























表１  令和２年度助産師（中堅者）研修プログラム  
 ２．研修参加者の受講状況について  



































ライン形式を選択した者は、１日目 11 名（64.7％）、２日目８名（ 61.5％）、３日目５
名（55.6％）であり、いずれも過半数を超える状況であった。研修参加者の就業場所
は病院７名（うち周産期母子医療センター６名）、診療所５名、助産所３名、教育機関
１名、その他２名であった。研修参加者は 18 名（実人数）であり、数値目標の 30 名
程度には至らなかったが、各日とも 80％以上の出席率を確保することができた。  
 ＜評価＞  
  研修参加者のべ 39 名のうち、研修各日終了時のアンケートへの回答者（回収率）






























































































 開催回数：5 回（前年度は 3 回開催）  
 対 象 者：三重県内の病院で勤務する医師、看護師等の医療従事者  
定  員：1 回あたり 50 名程度 
会  場：北勢地域（2 か所）、伊賀地域（1 か所）、南勢地域（1 か所）の医療施設へ協
力を仰ぎ、本学を含め 5 会場で実施する。  
２．看護職員認知症対応力向上研修（ 3 日間研修）  
開催回数： 1 回 




定  員：50 名程度 













１）開催日   第１回：令和 2 年 11 月 6 日 （金）  
第 2 回：令和 2 年 11 月 13 日（金）  
第 3 回：令和 2 年 11 月 28 日（土）  
第 4 回：令和 2 年 12 月 11 日（金）  
第 5 回：令和 3 年 1 月 15 日 （金） 
２）会  場  第 1 回：三重北医療センターいなべ総合病院（いなべ市） 
       第 2 回：伊賀市立上野総合市民病院（伊賀市） 
       第 3 回：町立南伊勢病院（南伊勢町） 
       第 4 回：三重県立看護大学（津市）  
       第 5 回：鈴鹿回生病院（鈴鹿市）  
３）受講者数  第 1 回：14 名（うち修了者数 14 名） 
第 2 回：35 名（うち修了者数 35 名） 
第 3 回：40 名（うち修了者数 40 名） 
第 4 回：24 名（うち修了者数 23 名） 
第 5 回：16 名（うち修了者数 13 名）  受講者合計数  129 名 
４）アンケート結果  
 受講者アンケートによると、受講者の職種は、看護師が最も多く 67.2％であった。




の順であった。研修の全体評価では、とてもよかった（第 1 回 42.9%、第 2 回 48.6％、
第 3 回 56.4%、第 4 回 58.3%、第 5 回 53.8%）、よかった（第 1 回 50.0％、第 2 回 51.4％、











２．看護職員認知症対応力向上研修（ 3 日間研修）  
１）開  催 日：令和 2 年 9 月 13 日（日）、14 日（月）、15 日（火） 
２）会   場：三重県立看護大学（津市）  
３）受講者数：41 名（うち修了者数 41 名） 
４）アンケート結果  
三重県内の 21 医療施設から参加があった。地域としては北勢（7 施設：11 名) 中
勢（8 施設：15 名) 南勢（5 施設：14 名) 東紀州（1 施設：1 名)であった。 
受講者アンケートによると、受講理由（複数回答）は「勧められた」が 78.0％と最
も多く、次いで「自己研鑽」31.7%、「認知症に興味がある」17.1%の順であった。研修
































2 により、アドバイザーが必要な助言・指導を行うものである。  
１．個別支援型アドバイザー派遣  


































   6 月に調査を実施し、 29 市町(100%)から回答を得た。母子保健事業における住民を
対象に実施した COVID-19 対策では、「事業を行う会場の換気」「手指消毒液の設置」
「マスクの着用を依頼した」の 3 項目では 29 市町(100%)、「手洗いの励行を指導」「チ




開催日 会 場 出席者数 内  容 




7 月 28 日(火) 津保健所  13 名 
7 月 20 日(月) 尾鷲保健所  14 名 
8 月 24 日(月) 伊勢保健所  17 名 
  ＊尾鷲保健所での開催は熊野保健所との合同開催であった。新型コロナウイルス感染  
拡大の影響で、桑名・四日市市・松阪・伊賀保健所については開催中止となった。 
３）アドバイザー派遣（市町訪問）  





中勢地域  津市・名張市  ― 
南勢地域  志摩市  大台町・南伊勢町・度会町  
東紀州地域  尾鷲市  紀北町・紀宝町  
8 月から 11 月にかけて 17 市町を訪問。産婦健診・産後ケア未実施の市町 9 ケ所に
























































１．教育期間：5 月 15 日～2 月 19 日  
２．授業時間：90 分を 1 時限とし、原則 1 日 5 時限  
３．授業科目：  
 



















































合計   630 時間  〔30 単位〕 
 
４．令和 2 年度研修生の概要  
１）研修生：男性 2 名（7％） 
女性 28 名（93％） 
計 30 名、平均年齢 39.8 歳 
２）所属施設：病院 29 名（97％） 
その他（事業所）1 名（3％） 
３）所属施設所在地：県内 8 名（27％） 




新型コロナウイルス感染拡大に伴い、5 月 15 日の入学式は中止し、授業については本学







医療機関における 5 週間の臨地実習を行った。  
再度の感染拡大に伴い修了試験は遠隔試験に、実習報告会および修了式はオンライン開
催に変更したが、29 名の研修生が 2 月に本教育課程を修了することができた。体調不良に








め、1 期生から 3 期生の修了生全員が認定試験に合格し、本教育課程から 88 名の認知症看
護認定看護師を育成することができた。また、合格者 88 名のうち 45 名（51％）は、三重
県内の医療機関および高齢者施設等に所属する修了生であった。 






















 対 象 者：本学の認定看護師教育課程「認知症看護」修了者（ 88 名） 
研修日時：令和 3 年 2 月 5 日（金）13 時～14 時 30 分 
         2 月 6 日（土）13 時～14 時 30 分 








参加者 61 名。内訳としては、 1 期生 19 名、2 期生 21 名、3 期生 21 名。 
２．研修内容  
 2 月 5 日（金）  特別講義「看護には力がある」   
講師： 菱沼典子（三重県立看護大学  学長） 
2 月 6 日（土） 特別講義「認知症看護認定看護師に期待するもの」  
講師：冨本秀和 氏（三重大学大学院医学系研究科  教授） 
３.参加者アンケート   
アンケート回収数 59（回収率 96.7％） 
参加した理由（複数回答）としては、「自己研鑽」が最も多く 58 人（98.3%）であった。 
 
－ 67 －





















































 ・希望に沿えなかった依頼者への連絡を行う  





















２．5 月初旬に講師派遣の案内パンフレットを作成し、 5 月下旬より県内各所に送付す
るとともに、本学ホームページに掲載する。  
３．申込受付の期限は、令和 2 年 11 月 27 日から、12 月 21 日へ延長する。  
４．申込があった際には、担当教員と日程調整を行い、日時を決定する。  
－ 69 －
５．講座の開催は、令和 3 年 3 月末日までとする。  
６．出前講座のうち、広く県民が参加できる公開の講座として依頼者から了解を得た場
合は、本学ホームページで参加者を募り、公開講座として実施する。  





19、【B 将来の職業選択のために】のテーマ数は 7、【C 高めよう保健・看護の力】のテー
マ数は 6 であり、合計 32 テーマの登録があった。一般の対象は幼児から高齢者までと
幅広く、専門職では、看護職を含む医療職、介護職、教員を対象としていた。  
 





































































































申込件数は、58 件、実施件数は 39 件（2021.3 までの予定を含む）、中止 12 件、その
他 7 件であった。その他 7 件について、うち 5 件は受付上限件数を越えたことによる受
付終了や希望内容が出前講座のテーマ・内容に合わない等の理由でリクエスト講座を紹
介し変更した講座であり、うち 2 件は講師との日程が合わず開催できなかった講座であ
る。また、中止の 12 件は、COVID-19 の影響によりキャンセルの申し出を受け、中止し
た。中止となる講座も増える中、年度途中からは感染防止対策として、依頼元の要望に
合わせ、オンラインによる講座にも対応した。実施件数は 39 件と過去 3 年間の実施件
数(70 件)の半数を超えたが、参加者総数は、 1,028 名(2020.1.31 現在)であり、昨年度
参加者総数 (2,578 名)の半数以下となった。  
今年度の出前講座の実績を表 2 に示す。出前講座のテーマ分類別では【 A 健やかな暮
らしのために】が 20 件、【B 将来の職業選択のために】が 7 件、【C 高めよう保健・看護
の力】が 12 件であった。出前講座のうち、公開の講座として予定したものが 5 件あった
が、COVID-19 の影響によりうち 2 件は中止となり、うち 1 件は感染防止対策のため公開
を中止した。  
 










地域で育てよう！子どものやる気と自己肯定感 3 一般 保護者
子育て・孫育てに役立つ基礎知識ｰ子どもの成長発達と毎日の生活習慣ｰ 2 行政機関 保健師、保育士、教育委員会職員、保護者、一般






知っておきたい！「女性のこころとからだ」 1 教育機関 特別支援学校高等部の生徒
呼吸法と瞑想で心と身体をすこやかに！ 1 一般 60歳以上の一般
心肺蘇生法をマスターしよう！ 2 企業 会社従業員
薬に関する四方山話 1 社旗福祉関連機関 生活介護支援サポーター、包括支援センター職員
血栓症の発症原因とその治療薬 2 社旗福祉関連機関 一般
コケない・転ばない・折れないための足のケアを学ぼう 1 社会福祉関連機関 一般
認知症介護の考え方と技術 2 一般 民生委員等一般、包括支援センター職員、認知症サポーター
どんな仕事に興味があるかな 2 教育機関 中学2年生
看護の仕事について 2 教育機関 中学2年生、中学校教員























































依頼元の分類別にみると、医療機関が 6 件、社会福祉関連機関 13 件、教育機関 11 件、












終了後のアンケートへの協力は、934 名(1.31 現在回収分まで )より得られ、全参加者
の 93.7％より回答が得られた。講座への満足度は、「とてもよかった」が 686 名(73.45％ )、
「よかった」が 236 名(25.27％)であった。「あまりよくなかった」が 7 名(0.08％)「よ
くなかった」が 1 名あったが、その理由は、「問題解決は難しい」、「恥ずかしかったけど
勉強になった」、「（講座中の適正チェック項目）に当てはまるものが少なく答えにくかっ
























































 １．昨年度からの変更点  
・名称を「その他の講師派遣」から「みかん大出前講座」へ変更する。  
 ・講師派遣の案内には、前年度の講師派遣テーマ一覧表を載せ、活用例を紹介する。  
 ・講師派遣の案内パンフレットの配布は、三重県が COVID-19 による国の緊急事態  
宣言の対象区域から外れた後に、開始する。  
・講座の開催は、COVID-19 の感染防止対策のため、本学出校停止全解除日の翌月であ















今年度の派遣先分類別リクエスト講座の実績を表 1 に示す。 
申込み件数は 21 件、実施件数は 17 件であり、他 4 件は、COVID-19 の影響によりキャ
ンセルの申し出を受け、中止した。過去 3 年間(H29～R1)における講師派遣の平均実施件
数（26 件）を下回り、参加者総数も 586 名と昨年度参加者総数 824 名を下回る結果とな
った。今年度は COVID-19 の感染防止対策として、依頼元の希望に合わせ、オンラインに
よる講座にも対応した。なお、キャンセルの申し出があった 4 件のうち 3 件には、オン
ラインでの対応も可能であることを伝えたが、リモート環境が整わないとの理由から中
止となった。  
派遣先は医療機関が最も多く 11 件、次いで教育機関 2 件であり、中止となった 4 件



























































































担当者：  ＜講師＞脇坂浩、大川明子、上田貴子、関根由紀、長谷川智之、  
別當直子（株式会社紀伊國屋書店）  












     
Ⅰ．活動計画  
＜数値目標＞  
















１. 看護研究 SEED（旧：看護研究の基本ステップ）は、平成 28 年度以降集合研修と遠
隔配信講座を毎年交互に実施しており、今年度は集合研修とする。 
２.令和２年 4 月に研修計画を立て、プログラムと受講案内を県内各医療福祉行政機関等  
（161 施設）へ送付するとともに、本学ホームページに掲載する。 
－ 77 －






















回 テーマ 開催日 曜日 時間 担当者 場所 参加者数
看護研究の意義と文献の活用 13:00～14:30 脇坂　浩 講義室１
文献検索と図書館の利用 14:40～16:10 図書館　別當直子 第1情報処理教室
研究計画の立て方と書き方 13:00～14:30 大川　明子 講義室１
看護研究における倫理的配慮 14:40～16:10 大川　明子 講義室１
研究デザインのタイプと選択 13:00～14:30 上田　貴子 講義室１
質的研究(インタビュー) 14:40～16:10 関根　由紀 講義室１
量的研究（実験・計測） 13:00～14:30 長谷川　智之 講義室１
量的研究（アンケート） 14:40～16:10 関根　由紀 講義室１
情報処理教室　フリー開放 10:00～12:00 地域交流センター 第２情報処理教室 3
研究論文作成 13:00～14:30 脇坂　浩 講義室１





































アンケート回答者数   15 名 
アンケート回収数延べ 61（回収率 100％） 
１）受講生の属性 (n=15） 









                           









































図１ 受講生の年代  図２ 受講生の経験年数  













ず、これは H25 年以来の好結果であった。  
＊下線は新規テーマ  
 
図４ 講義内容の理解度        













































































①大変満足 ②満足 ③やや不満 ④不満 無回答
図３ 受講生の職位（複数回答）  
－ 80 －
３）看護研究 SEED 全般について  【最終回に実施：アンケート回収数 13（回収率 100％）】  







 図６ 講義全般の満足度  
 

















































・COVID-19 感染症拡大防止対策を講じ、オンライン受講等、受講者が安心して参加でき  









担当者：  ＜講師＞斎藤真  
     ＜運営＞地域交流センター  
 
【事業要旨】 









・10 名程度の受講生が得られる。  
  
＜実施計画＞  
 ・実施計画  
１. 令和２年 4 月に教員からの研修コースの募集を行い、それに基づき計画を立て、プ
ログラムと受講案内を県内各医療福祉行政機関等（ 161 施設）へ送付するとともに、
本学ホームページに募集記事を掲載する。  
３．今年度は「統計解析（基本編）」の１コースを 7 月と 11 月に、集合研修にて行う。 
４. 各回終了時に、アンケート調査を行う  
５. 本センターホームへージに報告記事を掲載する。  
６．受講申込締切１週間前に HP にて再案内を掲載した。 
７．COVID-19 感染症拡大防止対策のため、学内基準に  















表１ 令和２年度  研修プログラムと参加者数  




















アンケート回収数 6（回収率 100％） 
１）受講生の属性  










                
  今年度の受講生の年代（図１）では 40 
歳代 が最も多く、経験年齢（図２）も 
20 年以上が 50.0％を占めた。  
職位（複数回答）（図３）は、スタッフ、  
管理職・教育担当者の順であった。  
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第１回

























①スタッフ ②管理職 ③教育担当者 ④その他
図１  受講生の年代  図２ 受講生の経験年数  









間とも 100％であった。  
 
















0% 20% 40% 60% 80% 100%
第１回





0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
研修時間
研修回数
①大変満足 ②満足 ③やや不満 ④不満 無回答
83.3% 16.7%

























担当者：  ＜講師＞浦野茂、関根由紀、斎藤真、菅原啓太、長谷川智之  
     ＜運営＞地域交流センター  
 
【事業要旨】 























５．受講申込締切１週間前に HP にて再案内を掲載した。  
６．COVID-19 感染症拡大防止対策のため、学内基準に基づき、感染防御対策に努めた。  
・実施計画  
１．令和２年 4 月から 5 月に研修計画を立て、プログラムと受講案内を県内各医療福祉
行政機関等（161 施設）へ送付するとともに、本学ホームページに募集記事を掲載
する。  
 ２．8 月から 12 月に、各コース、プログラムに沿った研修の実施を行う。 
 ３．各コース終了時に、アンケート調査を行う。 






 ハウツー看護研究は、研修プログラムと参加者数（表 1）のとおり、3 コースとも 3 回（計
７コマ）を 2～3 日間で計画した。量的研究コース（実験・計測）は申し込み者がなく中止
となった。受講申込は、インタビューコースには 4 施設より 6 名（のち、キャンセル 1 施














①8月21日（金）13：00～16：10 ①10月10日（土）  9：00～12：10 ①12月  5日（土）  9：00～12：10
②9月  4日（金）13：00～16：10 ②10月10日（土）13：00～16：10 ②12月  5日（土）13：00～16：10
③9月18日（金）10：40～16：10 ③10月24日（土）  9：00～14：30 ③12月12日（土）  9：00～14：30




































     実験環境、必要な物品、実験手順の確認など
2.  実験開始：
     実験協力者への説明と同意
     2種類のベッドの高さで看護援助を行った






      目的、方法、結果、考察の記述
1．データ分析：
     図表の作成、excelを使用した検定
2. 「考察」の検討：
    論文の考察について、何を記述すべきか
3.  抄録（学会発表レベル）の作成


























図１ 受講者の年代          図２  受講者の経験年数  
 


























































図４ 講義内容の理解度      図５ 本コースの満足度について  






















































































 ・実施計画  
《施設単位看護研究支援》 
   令和 2 年 1 月：募集案内を県内医療機関等（105 施設）に送付するとともに、本学
－ 92 －
ホームページに募集記事を掲載する。（締切 2 月末日） 
3 月：申込みのあった施設に対し、全教員から支援担当者を募集する。双  
 方の条件が合致したら実施にむけて調整を進める。  
   令和 2 年 4 月：支援の決定した医療機関へ決定通知を送付する。  
令和 2 年 6 月～令和 2 年 3 月：担当教員が研究指導を行う。  
支援終了時、事業参加者にアンケートを実施する。  
《看護研究発表会支援》  
令和 2 年 1 月：募集案内を県内医療機関等（ 105 施設）に送付するとともに、本学
ホームページに募集記事を掲載する。（締切 11 月末日）  
   令和 2 年 4 月：全教員から支援担当者を募集する。  
   令和 2 年 5～6 月：募集案内を看護研究エッセンスおよびハウツー看護研究支援の案
内に同封し、県内各医療・行政機関等（161 施設）へ送付。 











施設単位看護研究支援施設（表１）は 9 件、1 病院より 2 支援を利用する施設もあった。
また、看護研究発表会支援は申し込みがなかった。  
２）今年度の支援状況  


















4 独立行政法人　国立病院機構 鈴鹿病院 宮﨑　つた子
5 榊原温泉病院 中西　貴美子
6 県立志摩病院 玉田　章
7 伊勢赤十字病院① （新規） 上田　貴子






 アンケート回収数は 11 件 110（回収率 91.1％）であった。  
 
参考 表２  令和元年度 施設単位看護研究支援施設一覧  
№ 施設名 担当教員 № 施設名 担当教員
1 県立総合医療センター 大川　明子 7 松阪市民病院② 小池　敦
2 武内病院 前田  貴彦 8
伊勢赤十字病院①
大平　肇子
3 榊原温泉病院 脇坂 浩 9
伊勢赤十字病院②
関根　由紀
4 県立志摩病院 玉田　章 10 四日市羽津医療センター 長谷川　智之
5 済生会明和病院 小松　美沙 11 藤田保健衛生大学　七栗記念病院 白石　葉子
6 松阪市民病院① 中西　貴美子 12 独立行政法人　国立病院機構　鈴鹿病院 宮﨑　つた子
 



















0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%





アンケート回収数は 1 施設 93（回収率 100％）であった。  








図２ 看護研究発表会支援の満足度  
 
②令和２年度の反応  



















・COVID-19 感染症拡大防止対策を講じ、オンライン受講等、受講者が安心して参加でき  
44.1% 51.6%
4.3% 0.0%
0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
①とてもよかった ②よかった ③あまりよくなかった ④よくなかった 無回答
－ 95 －
る形式を提案し、「数値目標：過去３年間の利用件数、施設単位看護研究支援 8～12 件、 








































 ＜数値目標＞  
・参加者数の目標値  来場者 50 名、オンライン受講（施設） 30 施設 
 ＜実施計画＞  




また、開催回数を例年の 3 回から見直し 1 回とする。 










１．令和 2 年度は 1 回の公開講座を開催した。（実施の詳細は後半に記載）  
２．会場での受講者を定員 50 名とした。 
３．オンライン受講（施設）を 30 施設とした。  





































































1. 公開講座  
講  演：with コロナ時代に、私たちにできる身近な感染対策のヒント  
講  師：脇坂  浩  氏（浜松医科大学医学部看護学科臨床看護学講座成人看護学  教授） 
日  時： 令和 3 年 1 月 23 日（土）   13:10～14:40 
場  所： 三重県立看護大学  講義棟 1 階 大講義室  
参加人数：  来場による参加  32 名、オンラインによる参加 32 名（8 施設） 
主    催：  三重県立看護大学  
後  援：  三重県、公益社団法人三重県看護協会、津市      






































































１．みかん大 子育て応援ダイヤル  
（１）期  間：5 月 7 日（木）～ 6 月 15 日（月）  
（２）相談日：月曜日～金曜日  13 時～15 時 
（３）担当者：助産師、保健師  
（４）内  容：育児の不安や心配ごと、子育ての悩み・ストレス相談  
２．みかん大 高齢者健康支援ダイヤル  
（１）期  間：5 月 7 日（木）～ 6 月 15 日（月）  
（２）相談日：月曜日～金曜日  9 時 30 分～11 時 30 分 
（３）担当者：保健師、看護師  
































    １．連携協力協定 
    ２．県内病院等看護管理者意見交換会 















        表１．連携協力協定病院（令和３年２月１日現在）  














【伊賀市立上野総合市民病院との調印式：令和 2 年 8 月 27 日（木）】 
 出席者  伊賀市           岡本  栄 市長  
     伊賀市立上野総合市民病院  田中光司  院長  
                  中井より子  看護部長  
                  前田きよ美  看護副部長  
     三重県立看護大学      菱沼典子  理事長  
                  笠谷昇   副理事長           





連携協力協定市町（令和 3 年 1 月 31 日現在） 0 カ所 
 ＊1 月末現在では締結には至っていないが、具体的に協議している自治体がある。年
度内の連携協定締結を目途に引き続き協議する。 
 医療機関名  協定締結日  
1 県立こころの医療センター  平成 25 年  2 月  
2 松阪市民病院  平成 26 年  3 月  
3 済生会松阪総合病院  平成 26 年  3 月  
4 厚生連松阪中央総合病院  平成 26 年  5 月  
5 県立総合医療センター  平成 26 年  6 月  
6 伊勢赤十字病院  平成 26 年  8 月  
7 国立三重病院  平成 27 年  1 月  
8 県立一志病院  平成 27 年 11 月  
9 厚生連鈴鹿中央総合病院  平成 29 年  4 月  
10 市立伊勢総合病院  平成 30 年  3 月  
11 岡波総合病院  平成 31 年  3 月  




















度 36 名、H30 年度 36 名、R1 年度 36 名）の半数を超える。  
＜実施計画＞   
 １．昨年度からの変更点  
  ・県内の病院に加え、今年度は、学部・大学院・認定看護師教育課程の実習施設であ
る病院、診療所、訪問看護ステーションの看護管理者へ案内を送付する。  
  ・今年度は、 COVID-19 の感染防止策として、オンライン配信により会議を開催する。 
  ・オンラインによる開催のため、会議の実施時間を 2 時間半から 1 時間半へ短縮して
実施した。  
  ・オンライン会議のため、意見交換の機会の確保が困難なため、会議の最後に「情報








令和 2 年 9 月 30 日（水）14:00～15:30 
４．会場  






             三重県医療保健部  医療政策総括監  田辺 正樹  
  （３）学長による講話  
「臨地実習は COVID-19 で変わるのでしょうか？」      学長 菱沼 典子  
（４）本学からの話題提供  
①「本学卒業生の現況  
～令和元年度卒業生状況調査 (COVID-19 による就労・生活への影響 )より～」  
教授 林 辰弥  
②「本学学生の学習状況  
～COVID-19 による出校停止中の教育についての調査より～」  教授 浦野 茂   
③ 地域交流センター事業紹介「看護職者を支援する相談窓口事業について」  






出席者は 52 名で、看護管理者 30 名、三重県医療保健部より 2 名、学内教職員 20 名で
あった。看護管理者の医療圏別内訳は、北勢 9 名、中勢 14 名、南勢 5 名、東紀州 1 名、
その他 1 名であった。また、施設別内訳は、病院 27 名、訪問看護ステーション 2 名、そ
の他 1 名であった。  
  
２．出席者によるアンケート結果について  
  開催後、看護管理者に Microsoft Forms によるアンケートを実施し、回収率は 66.7％
－ 105 －
であった。アンケート結果は図 1 のとおり、各項目に関して「とても満足」、「満足」、「や















  会議全般の満足度については、「とても満足」が 3 名(0.15％)、「満足」が 17 名(85.0％)
であり、理由として「コロナ禍の時勢を反映したテーマだった」、「実習や新人教育の参
考にしたい」等の感想があった。  


















































とても満足 満足 やや不満 不満








 今年度、医療現場は COVID-19 による影響で多忙を極める中、30 名の看護管理者に出席












































 ・定期的なミーティングの実施日程については、配属先の領域長に情報提供する。  
Ⅱ．活動の結果と評価  
 人事交流教員の授業や実習等の業務上の都合を考慮しつつ、下記の日程でミーティング
等を行った。人事交流教員 3 名と地域交流センター配属の特任教員 1 名が参加し、 COVID-
19 の感染防止対策を十分にとりながら、毎回 1 時間程度で開催した。内容は、各時期にお
ける教育や研究に関する体験について自由に語り合い、気づきや学び、悩み事を共有した。 
・4 月：COVID-19 の感染拡大防止のため集合せずメールによる支援  
・6 月：「ティーミーティング」：入職からの体験を振り返って  
・8 月：「ランチミーティング」：授業や学内実習、各自の研究等について  
・11 月：「ミーティング with アロマテラピー」：領域別実習や研究等について  































  地域交流センター年報  令和 2 年度 VOL.23 
   発行日：令和 3 年 3 月 
（担当：長谷川明） 
２．報告会開催  
  令和２年度地域交流センター活動報告会  
   日時：令和 3 年 3 月 18 日（木）10 時 40 分～11 時 55 分 
   場所：三重県立看護大学  講堂 
発表：ポスター  




























３．ホームページ  （地域交流センターおよび大学トピックス欄における情報発信） 
・地域交流センターの活動の「みえる化」を目的に、積極的に活動記事をアップし、
昨年度記事数 72 件（R1.1.31 現在）に比し、今年度は 80 件（R2.1.31 現在）を掲載
できた。  
・地域交流センターのホームページを活用しやすくするため、以下の修正を加えた。  







  令和 2 年度 講師派遣のご紹介（2500 部） 




みえアカデミックセミナー 2020 三重県立看護大学公開セミナー  
日  時 ：令和 2 年 8 月 21 日（金） 13 時 30 分～15 時 20 分  
場  所 ：三重県文化会館  
テーマ   ：子育て・孫育てで知っておきたいこと -子どもの成長と生活習慣の大切さ - 
講  師 ：教授 宮﨑つた子  
参加人数： 31 名 
主  催 ：三重県生涯学習センター       
















 公開セミナーの様子  
 
－ 110 －
６．テレビ・ラジオ・新聞等による広報   
令和 2 年度の広報を主たる目的としたテレビ・ラジオの放送、新聞掲載を以下に示す。  
 
表 1．テレビ・ラジオ・新聞等による広報  
媒体  内容  月  日  
TV 

















ZTV コミュニティ  
チャンネル  
じもトピ  
よりみちカフェ  7 8 













公開講座  12 11 
新
聞  
朝日新聞  伊賀市立上野総合市民病院との連携協力に関する協定  調印式  8 28 
中日新聞  
伊賀市立上野総合市民病院との連携協力に関する協定  調印式  8 28 
公開講座  1 24 
読売新聞  伊賀市立上野総合市民病院との連携協力に関する協定  調印式  8 28 






第２回公開講座（10/30 開催予定であったが中止となった）  
6 月  
（第 33 号）  
YOU 伊賀タウン 
情報ユー  
















































































                  





    






    
 
 
                     














三重県立看護大学 地域交流センター (〒514-0116 三重県津市夢が丘 1 丁目 1 番地) 






















申込書記入日 令和２年  月  日 
機関・団体名称  分類 
医療機関・行政機関・社会福祉機関・ 
教育機関・ＮＰＯ法人・専門職団体・ 





























① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
③ 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
希望 
会場名 
























可能  不可能  要相談 
 
以下は地域交流センター使用欄 
三重県立看護大学地域交流センター「みかん大出前講座」決定通知書        受付No(         ) 
 ご依頼いただきました出前講座は、下記の通り決定しましたのでお知らせします。 





テーマ番号 No. テーマ名  







でお問い合わせください。   
【連絡先】三重県立看護大学地域交流センター   
〒514-0116 津市夢が丘1丁目1番地1      















































  〒514-0116 三重県津市夢が丘 1丁目 1番地 1 





































申込書記入日 令和２年  月  日 
機関・団体名称  分類 
医療機関・行政機関・社会福祉機関・ 
教育機関・ＮＰＯ法人・専門職団体・ 


























① 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
③ 令和   年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
希望 
会場名 






















三重県立看護大学地域交流センター「みかん大リクエスト講座」決定通知書  受付No(         ) 
ご依頼いただきました事業の担当教員は、下記の通り決定しましたのでお知らせします。 

















ご連絡ください。   【連絡先】三重県立看護大学地域交流センター   
〒514-0116 津市夢が丘1丁目1番地1      

































































































































申込締切 インタビュー アンケート 実験・計測
7月19日（日） 9月6日（日） 11月8日（日）
【申込先】※送付状不要

















































































〒514-0116 三重県津市夢が丘 1 丁目 1 番地の 1 
三重県立看護大学 地域交流センター 


























































支援教員名  本学での担当：            教員名： 
支援教員連絡先 TEL：             E-mail： 
上記の支援教員にご連絡のうえ、日程、内容、方法等、詳細な打ち合わせを行ってください。 
ご不明な点がありましたら下記の連絡先までご連絡ください。   
 
【連絡先】三重県立看護大学地域交流センター 担当：川瀬   











































〒514-0116 三重県津市夢が丘 1丁目 1番地の 1 
三重県立看護大学 地域交流センター 
      TEL/FAX ： 059-233-5610  E-mail ： rc@mcn.ac.jp 
－ 128 －
令和２年度 三重県立看護大学地域交流センター「看護研究発表会支援」申込書 














① 令和  年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
② 令和  年   月   日（   ）   時   分 ～   時   分 
発表会の名称  
開催会場名  参加予定人数       人 
会場所在地  会場電話番号  






































業に取り組んでまいりました。当センターの講師派遣事業は、平成 21 年度に始まり 12 年
が経過しました。おかげをもちまして、県民の皆様に本事業が周知されてまいりました。
事業開始当初は「出前授業」「公開講座講師派遣」「その他の講師派遣」の 3 事業、平成 27
年度からは「出前講座」「その他の講師派遣」事業の 2 事業を展開しており、令和２年度か
らは「みかん大出前講座」「みかん大リクエスト講座」という名前に変更しました。皆様か

























編集・発行   三重県立看護大学地域交流センター 
  住  所    〒514-0116 三重県津市夢が丘 1 丁目 1 番地 1 
  発行年月    令和 3 年 3 月 
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